
授業形態 単位数

ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

100

0

0

0

　現在の社会基盤である情報技術は、あらゆる場面で必要不可欠となっています。また、小学校でプログラミング教育が必修化される
など、すべての人に情報やプログラミング的な考え方の基礎が必要であるという認識が高まっています。
　本授業では、情報の基礎的な考え方・ネットワークのしくみ・プログラミングの考え方をわかりやすく学んでいきます。受講者数に
よってはグループワークを通して課題解決をする授業展開をしていきます。

実務経験のある教員の担当

　本講義では、情報の考え方・ネットワークのしくみ・プログラミングの考え方を理解できることを目標とします。さらに、学んだこ
とをほかの人に伝えられるようになることが到達目標です。
　毎回の課題を次回の事前事後学修とすることを条件とします。

全学DP(1)
90 10

情報学基礎
矢澤　建明

授業の目的・テーマ

基礎教育科目

建学の精神「遊学の精神の涵養」と設立の理念「金城から地球を歩こう」を基に、基礎知
識を修め、地域社会を理解するとともに多様な文化に対応できる幅広い教養が身について
いる。

科目名称：
担当者名：

区分
基礎教育科目

授業の達成目標・到達目標

講義 2

DP(2)

DP(3)

DP(4)

多様な社会に対応できるよう豊かな人間性を養い、人との関わりの中で自己の考えを的確
に表現するとともに、他者の意見を尊重し良好な信頼関係を築いていくことができる。

学生一人ひとりが、様々な課題に取り組み解決する学修経験を積み重ねることで、その場
の状況に応じた活用力が身についている。

優れた専門知識や技能を修得し、他者と協調・協働し、社会の一員として、それぞれの専
門分野において貢献できる実践力を身につけている。

○

評価方法／ディプロマポリシー
定期試験

クイズ
小テスト

提出課題
(レポート含む)

その他

DP(1)

全学DP(2)

全学DP(3)

なし

全学DP(4)

100

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）



現代の情報技術に対して
好奇心を持って理解し、
他者に説明しようとする
態度

現代の情報技術は専門分
野ではないという態度

事前事後学修時間（分）

第１回 20分

第２回 40分

第３回 40分

第４回 40分

第５回 40分

第６回 40分

第７回 40分

第８回 40分

第９回 60分

第10回 40分

第11回 60分

第12回 60分

第13回 60分

第14回 60分

第15回 120分

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

良好 おおむね良好 努力を要する 難あり
課題・出席レポートの評価
ルーブリック

ほとんど判別不能な文
字を書いている。

　定期試験は、

丁寧さ

情報技術に対する態度

丁寧ではあるが、筆圧
が薄いなど読みづらい
文字を書いている。

読むことは可能である
が、丁寧さに欠ける文
字を書いている。

現代の情報技術に対して
興味を持っている態度

プログラム・アルゴリズム１

第13回のプリント復習。プログラム・ア
ルゴリズム課題。

第14回のプリント復習。簡単なプログラ
ミング課題。

現代の情報技術に対して
無関心な態度

授業内容・課題につい
て、理解不能である。

　事前事後学修の課題をルーブリックで評価し、返却する。

　教科書は、指定しない。毎回プリントを配付する。また、情報・ICTに関するものはすべて参考となる。

　　毎回配付するプリント（講義レポート）を３０％。準備学習の課題を３０％。最終レポートを３０％。
　　受講中の活動状況を１０％で評価する。

授業内容・課題につい
て、記載はあるもの
の、わかりにくい。

授業内容・課題で、記
載されていない部分が
ある。

内容

記述分量

授業内容・課題が、大
変にわかりやすく、記
載されている。

授業内容・課題が、わ
かるように記載されて
いる。

授業内容・課題が、も
れなく、記載されてい
るが、分量に欠ける。

授業内容・課題が、も
れなく、適切な分量が
記載されている。

丁寧で、読みやすい文
字を書いている。

セキュリティ２　（コンピュータウィルス、ファイ
アウォール）

セキュリティ３　（暗号化技術、ディジタル署名）

第10回のプリント復習。ユーザ認証・セ
キュリティ課題。

第11回のプリント復習。コンピュータ
ウィルス・ファイアウォール課題。

第12回のプリント復習。暗号技術課題。

ネットワーク３　（WWW）
第７回のプリント復習。IPアドレス課
題。

ネットワーク４　（電子メール） 第８回のプリント復習。WWW課題。

セキュリティ１　（セキュリティポリシ、ユーザ認
証、ソーシャルエンジニアリング）

第９回のプリント復習。電子メール課
題。

マルチメディア（画像、色の表現、音声データ、圧
縮）

第４回のプリント復習。ギガ・メガ・文
字コードの課題。

ビット・バイト、大きい数の単位、文字の表現（文
字コードなど）

第３回のプリント復習。ビットとバイト
の課題。

ネットワーク２　（TCP/IP、IPアドレス、DHCP、NAT、
DNS）携帯電話のIPアドレスをクリッカーを使って調べる。

第６回のプリント復習。WAN・LANの課
題。

　事前事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時
間と事前事後学修を含め短期大学設置基準で規定された学修時間が必要である。
 また、事前事後学修としては、次回までの課題プリント(小レポート)をまとめることになる。

ネットワーク１　（WANとLAN、プロトコル）WANと
LANの違いについてディスカッションする。

第５回のプリント復習。マルチメディ
ア・画像解像度の課題。

事前事後学修の内容

教科書・参考書

ディジタルデータ　２（ビットとバイト） 第２回のプリント復習。２進数の課題。

情報とは・コンピュータの構成要素
本シラバスを精読し、まとめておくこ
と。

成績評価の方法・基準

課題に対してのフィードバック

プログラム・アルゴリズム２

総まとめ

ディジタルデータ　１（２進数と１０進数、計算方
法）

第１回のプリント復習。コンピュータ構
成要素の課題。

授業内容・課題におい
て、ほとんど記載され
ていない。

授業の内容・計画


